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金澤鰐科大學病理學数室
   （杉山教授指導）

周核穎粒及周核綱（Peri㎜deO－9mm1a

e卜・・此・1a）二關スル研究（第三報）

       典化學的性状二就テ

入 木 義 一
  （祠召琴口6句…3月19日受附∫）

   繍  論

第一章 賢験材料及實験方法

第二軍實験成績

 第一節血液塗抹標本ノ「アルコール固定

    後二於ケル實験

 第一項 糖原質二就チノ賢験

 第二頂 脂肪質二就チノ賀験

 第三項 蛋白質二就チノ賀験

 第二節 「アルコール固定前二藥液チ作用

    セシメタル蜜験

 第一項血液繊維素二親チノ實験

 第二⊇貢 糊齪票質＝二束吃チノコ菱騒黄

 第三項 脂肪貿二就チノ實験

 第四項蛋白質二就チノ實験

 第三節 酸及「アルカリ試験並二「グロマチ

    ン綱トノ關係

 第一項 皿／100盤酸ノミチ作用セル實験

衣

 第二項n／100アム竜ニア」ノミチ作用セ

     ル實験

 第三項 山／100盤酸チ作用シ次プn／1OO

     アムモニア」ニテ後塵置セル買

     験

 第四項 n／100アム毛ニア」チ作用シ次テ“

     n／100麗酸ニテ後塵置セル實験

第四節 周核願粒ト「ヒストン」下ノ關係

第五節 周核顧粒げプロタミン」トノ關係

第六節周核顧粒トrヌク1ノイン酸トノ關

    係

 第七飾 周核顧粒ト「ヌクレイン酸ピスト

    ン」トノ關係

第三章 総括及ビ考按

   絡  論

   文  厭

緒   論

 細胞穎粒二開スル研究ハ1878年Eh・1ich㈹ノ白血球穎粒二開スル精細ナル業績凌表セラ

レシ以來，懸粒二關スル研究八年ト共二旺ントナリ，幾多ノ薪細胞穎粒叉ハ新枝穎粒ノ護見

相次デ現ハレタリ．就申A1tmam（1893）t富〕ノアルトマ三氏果項粒，Go1g1（i898）ωノ三上とぞ二

氏内網装置及ビ弼㎝da（1898）〔下川〕父ハMeves（1910）（2い等ノ「ミトコンドリア」叉ハ「ブラ

ストソニメン」等ノ襲見ハ賢二細胞學ノ褒達二一新機軸テ示シタルモノニシテ，荷Amold

（1899）ω，H・id・・h・i・（1907）〔i・〕，M乱ε1㎎（1910）｛呈。〕，S・g・・hi（1913）｛25〕，S・b・・im・（1919）

（2帥，Feu19㎝（1924）（10〕Ul〕，Ald㎝B．Dews㎝（1929）ω等共他多数ノ研究者ニヨリ盆々是

等懸粒ノ綿胞病理學及ビ細胞化學上ノ意義ハ高メラレ，細胞撃ヒ重要ナル地位1チ市ムルニ至

リタリ．
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周核顧粒及周核綱（P・・im曲一9・a㎜1里et一・eti・・1a）二關スル研究 1191

 最近菖ガ杉山教授（ユ926）｛30〕ニョリテ護見セラレタル周核穎粒ハ，前述セル穎粒トハ金ク

別種ノモノニシテ，既往文蹴上米ダ見ザルー新核穎粒ナル事ハ，前回報告第一編〔31〕二於テ

既二記述セル所ナリ．而シテ余ハ第一編二3τ〕二於テ血液塗抹標本二於クル「ブリラントアス

リン染色法二就テ駅究シ，第二編｛3コ〕及ビ第二回報告〔32〕二於テ「7イロゲニ｝」及ビ「オント

ケニー」ノ方面二於ケル共形態學的研究ヨリ周核果頁粒ノ出現状態，副チ英配列及ビ形態二一

定型アルテ認メ得タリ．然レドモ井本態二闘シテハ未ダ全ク不明ナルガ敬二，裁二rプリラ

ハァスリン」二染色サル・核物質テ理化學的方面ヨリ検索シ，以テ周核穎粒ノ化學的本態

ノー端ラ髪毒ハントス．

 元來個々ノ染色二就テ井原理ラ充分解一月スルコトハ甚ダ困難ニシテ，殊二細胞ノ穎粒染色

ノ本質二至ツテハ，既存物質ノ染色ナルカ，或ハ軍ナル人工的産物ナルカテ厚別スル事スラ

困難ナルコト多シ．今之レテ周核果頁粒二就テ観ルニ，各細胞種乃至各種動物二歳テ夫々特有

ナル形態チ有スルコト（第二編参照），或ハ夫ガ染色二際シ酸二基ダ鋭敏ナルコト（第一編参

照）等ヨリ考7ルニ箪ナル人ユニ的産物二非ズシテ，一定ノ核物質ノ「ブリヲントアスリン色素

二体リテ染色サルモノナルコトバ略、推定シ得ル魔ナリ．而シテ該周核懸粒ガ該色素二体リ

テ染色サレタル特種核物質ナリトス1ノバ，ソバ從來知ラレタル核物質テリヤ，或ハ未ダ知ラ

レザル物質テリヤ，総タ又両者ノ縞合ニョル複雑ナル物質ナリヤガ，該穎粒ノ本態テ明カニ

スベキ主要ナル間題ナリト思考ス．而シテ之レヲ完全二決定スルニハ該可染憧物質ラ核ヨリ

化學的二分離シ，核分離物質二就テ橡索スレバ最モ鱗賛且完全ナル結果ヲ得ベキモ，ソバ遊

ダ至難ノ葉ニシテ，假令可染性物質デ分離シ得クリトスノレモ，ソカ果シテ細胞内二於テ染色

サレタル物質ノ凡テニシテ，且純棒テルモノナルヤテ護明スルコトモ亦甚ダ困難ナル葉ナラ

ント思’腔ス．

 裁二於テ余ハ先ヅ「プリラントアスリン」二染色サル・核物質ノ諸種薬液二部スル化學的反

騰テ検シテ共化學的性状ノ概略テ先メ，次イデ先進諸家ノ細胞核二關スルMakrochomi6及

ピMikrochem1eノ研究二基ヰ核物質ト色素トノ關係テ攻究シ，以テ此等ノ総括的観察ヨリ

周核穎粒ノイヒ撃的本態ノー端ヲ解1月セント試ミクリ，

            第一車 賓験材料及ビ費験方法

 賀験材料寛騒動物トシテ八家賠，家兎，小牛及ビ鱈等ヂ使用シクリ．而シテ家鶏及ビ家兎二於テハ英

血液細胞殊二有核赤血球，白血球及ビ紡錘形細胞箏ノ周核願粒二就テ，小牛胸腺ノ組織細胞及ヒ鰹精細胞

響ノ周核顧粒二就テ實験セリ．

 染色二用フル「プリラソトアスリン＝B色素ハF肛b㎝fal〕ikaten I凧n．Friedor＆Co一，（峠ver kussen bei

K6hr〕製品ニシテ，杉山歓援ガ燭逸國二於テ求メラiノシモノチ使用セリ．化學試験二供セシ藥晶中掬燐酸

ナトリウム」，「アセトン」友ビ食盤ハMo・ck曾肚製品ニシテ，「ペプシン」（後藤），弗化ナトリウム」

（林）等≡テ除キ，其他ノ藥晶ハ主トシテ日本薬局法ノモノヲー選ピタリ．簡「パバイソ」八本轡化學教室須藤教

授ノ御恩奥下サレシモノニシテ又「リバーぜ溶液作製二要スル「リチヌス種子ハ本學附麗藥學專門麟校植物

學教室ヨリ分奥テ受ヶタルモノナリ．披二附言巴シテ深甚ノ謝意テ表ス．
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 實験方法

 血渡細胞二於ケル化學試験♪

 （1），英塗抹標本テ「アルコール固定後二藥渡テ作用セル毛ノ1

 〔2），該固定前二セルモノトアリ．前者ハ先ヅ採血部位チ70％「アルコrレ」ニテ滑毒シ，家錨ハ翼下小

静脈剛，家兎ハ耳翼小静脈刈取リタル血液チ貝テ塗抹標本チ作リ，「メチールアルコールJ叉ハ無水ア

ルコール」ニテ藪分乃至藪十分間固定シ，英後之テ所要薬液中二所要皓間浸漬シ，次プ之チ蒸溜水星テ軽

ク薬液チ沸ヒ去リ，次デ「ブリラントアスリン染色ヲ‘施シテ検鏡ス．耐シテ英周核穎粒ノ出現状態ニヨリ，

試薬ノ之レニ及ボス影響チ検シクリ、叉「アルコール固定前二行＾ル竜ノバ直接薪鱗ナル血液二所要藥渡

テ混和作用土シメテ，共混和液ノ塗抹標本テ「アルコール」ニテ固定シ，「プリラyトアズリン染色ニテ前

認同様英周核顧粒ノ出現状態チ検シクリ．

 〔3），酸襲基試験ハ血液塗抹アルコール固定標本二n／1OO騒酸叉ハn／100アムモニア」チ作用セシメテ，

是等藥液ノ周核穎粒二及ボス影響テ検セリ．

 （4）．前書日貨験ノ他周核穎粒ト「ヒストン」，「プロタミy」及ビ「ヌクレイン酸等ノ核分質トノ關係二就チ

ノ検索方法ハ懐宜上實験成績ノ條下二於テ記述スルコトトセリ．曲「ブリラyトアズ〕ソ．エナジy染色液

ノ内容及ビ英染色法ハ既二第一編及ビ第二編二記載セルチ貝テ鼓二之レテ謀略ス．一

第二章 費験 成 績

     第一節 血液塗抹標本ノ「アノγコーノぴJ固定後二於ケ〃實麟

 本實験ハ主トシテ有機物寅二就デノミ考察シクリ．元來無機物質ノ染色ハ遊ダ困難テルモ

ノニシテ，「ブリラントァスリン染色ノ如キ軍純ナル染色法ニョリテ現出スル周核穎粒ハ，

葉形態的所見カラ観ルモ無機物質ナリトハ思考シ格ザル所ニシテ，恐ラク有機物質ナリト思

惟スルハ至當ナル可シ．之レ邸チ先ヅ有機物質二就テ研究ノ歩テ進メシ所以ナリ．就申ソカ

麟灰質テリヤ，脂肪質テリヤ，将タ叉蛋白質二慶スルモノナリヤテ検ゼンガ爲メ，次ノ實験

ヲ行ヘリ．

             第■項糖原質二就チノ實験

 周核果頁粒ハ共染色前「アルコール固定二体リテ蟹化セズ，又水ニモ溶解セザルガ敬二「アル

コール」又ハ水二溶解シ得ル糖原質トハ思考セラレサルモ，念ノ爲メ次ノ試験テ試モタリ．

 （1）「デアスターゼ試験

 血液塗抹穣本ヲ「アルコール」ニテ固定シタル後，之レテ舞氏37慶二調節セル保温箱内二於

テ，1・O彩「タカヂアスターゼ」水溶液中二約1時間乃至8時間浸漬シ，次デ蒸溜水ニテ洗ヒ，

其乾燥スルチ待チテ「プリラントアスリン染色テ施シ，以テ周核穎粒ノ出現状態テ検シタル

ニ，何等正常ト異ナル所ヲ諸メ得ザリキ．

 （2）蒸溜水試験

 前記血液塗抹「アルコール固定標本テ鮒記「タカヂアスターぜ」ノ代リニ純蒸溜水申二蟹氏

3ク度二於テ1乃至8時間浸シタル後，同様ノ方法ニテ周核穎粒チ検シ」タルニ正常ト異ナル所

テ調、メス．
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 要之，周核穎粒物質ガrヂ7スタロぜ」ニョリテ滑化セラレズ，叉水ニモ溶解セザルコ｝ハ

糖原質二非ヂルコトヲ謹スルモノナリ．

            第；項 脂肪質二就チノ實験

 （1）「アルコール試験

 「アルコール」ノミニ侯ル試験ハ既二同定ノ際二用フルチ以テ，之レテ瞼スルノ要無ギガ如

キモ，念ノ爲メ血液塗株標本テ撮氏3櫨二調節セル保温箱内二於テ，無水アルコール」二約

1時間乃至8時間浸漬シタル後，「プリラントアスリン染色テ施シテ検シタルニ，英周核穎

粒ハ正常ト金ク異ナル所ナカリヰ．次二衡「アルコール・工一テル」，「アルコ□ル・アッユト

ン」，「アルコール・クロロフ青ルム」及ビ「リバーぜ液等二就テ實駿セリ．

 （2）「アルコール・工一テル試験

 血液塗抹標本ヲ前記同棲擬氏37度ノ保温箱内二於テ，先ヅ数分間浸シ，次イデ「アルコー

ル・エーテル液（「アルコール」及ビ「エーテル」テ略、等量二混和セル液）二約1時間乃至8時

間浸シ，其乾燥後「ブリラントアスリン染色ニテ周核穎粒ラ槍セルニ，正常ト殆ンド異ナル

事無ク，寧日程い児瞭二出現セリ．

 （3）「アルコール・アッ世トン試験

 前記rアルコール・エーテル試験ト同方法ニテ，唯ダrアルコーニレ・エーテル」ノ代リニrアル

コール・アツェトン液（rアルコール」ト「アッ。トン」トノ勝～等分混和液）テ作用セシメテ機

シタルニ，周核穎緯ハ何等愛叱セルデ諸メザリキ．

 （4）「アルコロル・クロロフ†ルム試験

 前記「アルコール・エーテル」叉ハ「アルコール・アツーン」ノ代リニ「アルコール・クロロ7

ホルム」（無水アルコール」ト「クロロア中ルム」トノ略、等分混和液）テ用ヒテ前法ト同棲ニシ

テ；擬氏37度二於テ約1時間乃至8時間作用セシメテ強セルニ，是レ亦周核穎粒二変化ラ認

メ得ザリキ．

 （5）rリパ1ゼー試験

 「リチヌス種子テ紬挫シ，之1ノニ炭酸曹達グリセリン溶液（1．O％表駿曹達水溶液一容積，

「グリセリン」九容積）テ加ベテ数時間浸漬シ，英濾液郎チ「リバーぜ溶液二就テ試験セリ．血

液塗抹アルコール固定標本テ前言巳ノ如クシテ作レル「リパーゼ溶液二，37慶二調節セル保温

箱内二於テ約1時間乃至8時間浸シ，共役之レテ艦ク蒸溜水ニテ洗ヒ，典乾燥テ待チテ「プ

リラン｝アズリン染色テ施シテ検シタルニ周核穎粒ハ正常ト異ナル慶無力リキ．

 嬰之，周核穎粒物質ハ「アルコール」，「アルコール・工一テル」，「アルコール・アツェトン」，

「アルコール・クロロ7寸ルム」友ビ「リバーぜ溶液等ニョリテ影響テ受ケス，靱チ脂肪質二非

ザ’ルコトデ講スルモノナリ．

            第三項蛋白質二就チノ實験

 （1）「パパイン試験

 「パパイン」O．2瓦テ蒸溜水ノ少量二混入シ，磁製乳鉢ヲ用ヒテ充分研和シテ乳状液ドナ

                  【181】



1194 八     米

シ，更二蒸溜水テ加ベテ0．2％「パパイン水溶液ヲ作リタルモ，荷溶解シ難キ過剰「パパイン」

ハ濾過紙テ用ヒテ濾過シ，其濾液「パパイン水溶液ラ使用』セリ．該「パパイン水溶液テ豫メ擦

氏3ク度二調節セル保温箱二容レテ同温度二温メ盤キ．典薬液中二被験血液塗抹アルコール固

定標本テエ時間乃至8時間浸シタル後，之レヲ攻リ出シ蒸溜水ニテ洗ヒ，「ブリラントアス

リン染色ヂ施シテ検シタルニ周核築頁粒ハ次ノ如キ鐘化テ星セリ．

 1時間後所見．周核穎粒ハー般二膨犬シ，且染色漆クシテ不正圓形ノ斑紋状テ呈スルモノ

多シ．筒井斑紋ハ核ヨリ原形質中二膨隆シ，恰モ該穎粒物質ガ溶解シテ核ヨリ核外二流出セ

ル階梯ノ染色セルガ如手観テ星ス．

 2時間後所見．前記斑紋状穎粒ハ更二膨大シテ，原形質内叉ハ時トシテ細胞外二甲デ藷キ

出サ1ノタル像テ星シ，且共染色モ極メテ淡シ．叉箪二淡ヰ瀦蔓性核染色トシテ，殆ンド核穎

粒ノ形テ認メサルモノアリ．

 4時間後所見．本研見二於テハー部ノ細胞ニハ金ク核穎粒ノ消失スルモノァ小文鮒記ノ

如ヰ斑鮎，或ハ膨大セル斑紋状テ呈シテ現ハノレ・モノモ多数二存スレドモ，共染色ハー暦淡

クシテ，一般二其変化ハ前記所見ヨリ更二進行ゼルテ誌ム．

 8時間後所見．前言巳所見ト同様ナル斑紋状二膨大セル核頬粒モ少数二存在スレドモ，大部

分ノ細胞二於テハ全ク核穎粒ハ消失スルニ至ル．

 倫対照試験トシテ単ナル蒸溜水二回シク擬氏3ク度二於テ，1乃至8時間該血液塗抹固定標

本ヲ塔レテ，熱ル後前言巳同方法ニテ検セルニ核穎粒ハ何等蟹化テ認メチリキ．印チ前記ノ愛

化ハ「パパイン」ノ作用ナルコトテ赤スモノナリ．

 （2） 「ペプシン試験

 「ペプシン」ノ消化作用ハ周知ノ如ク盤酸ペプシン」トナリテ，共効顯著ナルヲ出テ，堕酸

ペプシン」トシテ使用セリ．窩蟻酸ペプシン」テ作ルニ當リ，盤酸ノミノ核穎粒二野スル作用

ラ考慮シ，豫備試験トシテ共影響テ槍セルニ，n／1000駿酸水ノ如ヰ稀薄ナル濃度テ貝テシ

テモ簡該穎粒ハ僅カニ影響ヲ蒙ルモノニシテ，共濃度n／2000溶液二至リ姶メテ影響無キコ

トテ鋼1ノリ．印チ核穎粒二影響テ及ホサ・“ル最高麗酸濃度ハn／2000溶液ナリ、依テ本試験

ハ「ペプシン」O．2瓦テn／2000盤酸水溶液m，0㏄二溶解シテ作レル盤酸ペプシン水溶液テ用

ピタリ．血液塗抹アルコール固定擦木テ該蟻酸ペプシン水溶液申二無氏3ク度二於テ1時間乃

至8時間浸シタル後，前記「パパイン試験ト同様二塵置シテ絵セル三周核懸粒ハ次ノ如キ愛

化テ星セリ．

 1時間後所見．廟核穎粒ハ共染色稽モ淡クシテ，且膨大シ，個々ノ懸粒ハ五二癒合シテ殆

ンドー塊トナリ核全両二瀬蔓ス．叉一部原形質中二マデ接大セル像テ星ス．

 2時間後所見．核穎粒ハ殆ンド其形テ消ヒ，一般二淡キ溺蔓性核染色トシテ現川ノ，且核

周二一致シテ原形質1燗�ﾚガリ，殆ンド其大字部テ被蔽ス．叉一部細胞ニハ淡キ斑紋トシテ

毒見’、ノレ、モノアリ，

 4時間後所見．前記瀬蔓嚇亥染色ハ吏二共染色漆クシテ，核周ノ｛稽…濃染ス1ノドモ，典

                  【182】
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中央部ハ2時間後所見二比シ甚ダ淡シ．愉斑鮎叉ハ斑紋状テ呈スルモノモ認メ得レドモ，共

褒…化一般二強シ．

 8時間後所見．核穎粒ハ金ク消失セルモノ多数二認メラレ，又前記瀕蔓性斑紋テ星スルモ

ノモ可成リ多藪ナ1ノドモ，一般二共染色漆ク，且其蟹化史二進行セルラ認メタリ．

 愉対照試験トシテ前記被繊標本テ軍ナルn／2000盤酸水溶液中二撮氏37慶二於テ1乃至8

時間浸シタル後，前言巳ト同方法ニテ検セルニ，周核果頁粒ハ何等塑化テ認メ得ザリキ。卿チ前

記ノ蟹化ハ「ペプシン」ノ作用二由ルコトヲ示スモノナリ．

 筒前言巳第一項乃至第三項ノ實験ノ結果テ簡明ニスベク表示スレバ次ノ如シ．

           第一表「アルコール固定後二於ケル實験

假想物質

糠灰質

〃

脂肪質

〃

〃

〃

〃

蛋白質

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

藥   液

1％「タカジアス
ターぜ」

蒸溜水

「アルコール」

「アルコール．工

一テル」

「アルコール．ア

ツェトy」

「アルコール．ク

ロロホ〃ム」

「リパーゼ溶液

O．2％「パパイ
ン」水溶液

〃

〃

〃

σ2％ペプシン
n／2000麗酸溶液

〃

〃

温度

37．C

37℃

37℃

37℃

37℃

37℃

37．C

37℃

37℃

37℃

37℃

37℃

37氾

3プC

”  137℃

作用暗間

1－8晴間

1－8時間

1－8時間

1＿8時間

1－8時間

1－8時間

1－8時間

1時間

2時間

4時間

8時岡

1時間

2時間

4時間

8時間

周 核 穎 粒 ノ 愛 化

饗他ナシ

〃

〃

〃

〃

〃

〃

顧粒膨大シテ斑蜘犬1ナル 英染色モ淡ク，
怜毛穎粒物質ノ溶解セル階栖ノ染色セルガ如
シ．

斑紋状穎粒ハ更二膨大シ，原形質叉ハ細胞外
ニマプ撞ガル．殆ソト核懸粒ノ形テ翻メス・

核顧粒ハ斑鮎叉ハ斑紋状トナルモノ多数二存1
在スレド；E，一部ノ細胞ニハ該穎粒全ク潤失
スルモノアリ．

淡キ斑散状顧粒モ存在スレド毛，叉金ク顧粒
ノ澗失セ〃モノ毛多数二存ス．

核願粒ノ染色漆クシテ膨大シ，典一部原形質
内ニマテ膨睦＝スル毛ノアリ、

穣願粒ハ賭ンド英形チ失ヒ，一般二禰蔓性核
染色トシテ現ハル．叉一部ノモノハ淡キ斑紋
状トナル．

」二記ノ如ク彌蔓性核染色叉ハ斑紋状トナルモ
ノアレド兎，一般二典染色甚ダ弱クシテ英饗
化上記所見ヨリー厨強シ．

■籏顧粒斑紋状チ呈スルモノモアレドモ，叉全
 ク胸先土ルモノモ多数ニアー．典塑1化史二強

 ソ．

 要之，周核穎雑物質ハ「ヂァスターゼ」父ハ蒸溜水等ノ作用ニョリテ愛叱セラレサルテ観レ

ハ騎灰質ニハ非ザル可ク，又「アルコール」，「アルコール・工一テル」，「アルコール・クロロ

                   【1識】
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ホルム」，「アルコール・アッ旭トン」及ビ「リパ｝ゼ」等ノ試験ニョリテ，影響ナキテ観レハ脂

肪質ニモ非ズシテ，「パパイン」及ビ「ペプシン」ノ作用ニョリテ蟹化サル・チ皿テ瀬レハ，核

穎粒物質ハ恐ラク蛋白質ナラント思考ス．

     第；節 「アノγコ’ノγ」固定前二薬液ヲ作用セシメタノγ實験

 前節ノ實験ハ凡テ血液塗抹標本ノrアルコ｝ル固定後二於ケル實験ナレバ，之レテ更二正

確ナラシメンガ爲メ，本節二於テハ新鮮ナル血液二直接試験薬液テ混入シ，該混合液ノ塗抹

標本二就テ英周核穎粒ノ出現状態ヲ検索セリ．

           第一項 血液繊維素量就チノ實騎

 （I）弗化ナトリウム試験

 家鶏二於テハ共鶏冠テ叉家兎二於テハ共耳翼テ70％「アルコール」ニテ消毒シ，乾燥スルチ

待チテ，兵部二〇．2％弗化ナトリウム水溶液ノエ滴テ賭ジ，井上ヨリ小刀テ以テ，鶏冠ニテ

ハ小切創テ加へ，家兎耳翼ニテハ共小静脈テ穿刺シテ出血セシメ，弗化ナトリウム水溶液ト

血液トヲ混和シ，具混和液テ以テ塗抹標本チ作リ，型ノ如ク無水アルコール」ニテ固定シ，

「プリラントアスリン染色テ施シテ，其周核穎粒ヲ検シタルニ正常ト異ナル所テ認メ得ザリ

キ．

 （2）約機酸ナトリウム試験

 本試験ハ前記弗化ナトリウム試験ト同様ナル方法ニテ，雌ダ同派ノ代リニO．a％約機酸ナ

トリウム水溶液テ用ヒ，共流出スル血液ト同案液テ混和シ，共混和液ノ塗抹標本二麓テ周核

穎粒ヲ槍シタルニ何等愛化テ認メザリキ．殉該薬液ノ作用テ充分ナラシメンガ爲メ，煮沸消

毒セル「プラワッツ注射器二0．2％拘機酸ナトリウム水溶液5ccチ充タシ置ヰ，・次デ家鶏ハ共

翼下ノ小静脈ヨリ，家兎ハ共耳翼小静脈ヨリ同量ノ血液テ吸引シ，充分二混和シ，採血後1

時間ヨリ4時間二夏リ，毎時共混和液ノ塗抹穣六二就テ前言巳同方法ニテ検シタルニ，周核穎

粒ハ各時間共二何等鍾fヒセルモノヲ認メヂリ手．

 要之，’弗化ナトリウム」，掬機酸ナトリウム」等テ血液二混ズ1ノバ血液ノ凝固テ豫防シ得ル

カ敬二，前記二種ノ試験二於テ何等影響テ受クザル周核顧粒ハ血液織維素二非ザル事ヲ護ス

ルモノナラン．

            第；項 糖原質二就1チノ實験

 （1）「ヂアスターぜ試験

 本試験モ前言已同様探血部位ハ「アルコール」ニテ消毒シ，乾燥テ待チテ1％タカヂアスター

ぜ水溶液ノエ滴テ鑑ジ，井上ヨリ穿刺出血セシメ能ク混和シ，共混和液ノ塗抹標本テ「アル

コール固定，ブリラントアスリン染色二体リテ瞼鏡シタルニ周核穎粒ハ正常ト異ナル所無力

リキ。叉豫メ採取セル新鮮ナル血液二回最ノ「タヵヂアスターぜ水溶液テ混シタルモノニ就

デモ同様周核穎粒ノ釣ヒテ認メザリキ．

            第ミ項脂肪質二就チノ實験

 （］）「リバーぜ試験

                  【1醐】
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 rリチヌス」種子テ紬挫シ，之レニ炎酸瞥達グリセリン溶液（ユ．0％曹達水溶液一容積，「グ

リセリン」九容積）テ加ベテ数時間浸漬シ，共濾液靱チ「リパーゼ溶液テ用ヒテ試験セリ．前

記同棲ノ方法ニテ被検血液二同量ノ「リパーゼ溶液テ混ジ，共混和派二親キナ検セルニ圃核

穎雄二何等蟹化ヲ認メ得チリキ．

            第四項 蛋白質二就チノ實験

 （1）rパパイン試験

 「パパイン水溶液ハ既二前章二於テ言巳述セノレ如クニシテ，O．2％「パパイン水溶液ヲ作リ，

之レテ濾過シテ用ヒ」タリ．愉本試験ハ比較的長時間二夏リ観察セル＝チ皿テ，被検血液ハ豫メ

共織維素テ除去シクリ．又「パパイン」ハ水溶液ナルガ敬二之レニ血液テ艦ズレバ，2時間以

後二於テハ溶血現象ラ越シ，タメニ漸次其所見ハ明確ナラザルニ至ルデ以テ，該「パパイン

水溶液二〇．85％ノ比二食盤テ附加シ，師チ「パパイン食盤水液テ作リテ使用セリ．向豫備試

験二於テ該食盤ノ附加セルモノト，然ラヅルモノトノ対照試験テ行ヒ，核穎粒二靭スルrパ

パイン」ノ作用ハ食盤ノ附加二何等影響テ受ケサルコトラ確メ置ヰタリ．叉被験血液二同量

ノα85％食盤水ノミテ州ペタルモノニ就デモ亦（8時間後二於テ）周核穎粒ノ愛化ヲ認メデリ

キ．

 嚇巳「パパイン水溶液叉ハ「パパイン食鰯水汲二同量ノ脆繊維素血液テ混ジ，擬氏37慶二調

節セル保温箱二容レ，真直後（約1分間後），1時間後，2時間後，4時間後及ビ8時間後ノ

五回二分チテ其混合液ノ塗抹標本テ作リ，型ノ如ク「アルコール固定及ビ「プリラントアスリ

ン染色チ施シテ楡シタルニ共用核穎粒ハ衣ノ如キ剣ヒヲ呈セリ．

 直後（約1分問後）所見．周核穎粒ハ直後二於テ甑二合ク消失スルモノモ少数二認メリ．一

般二淡キ斑紋秩二膨大セル像テ呈ス．叉個々ノ穎粒ハ五二癒合シテ塊状テナシテ現ハル・モ

ノアリ、文正常ノ形｝全ク嚢ラザルモノモ存在スレドモ，新タノ如キ穎粒ハー般二其藪甚ダ

少シ．1時間後所見，殆ンド凡チノ細胞二於テ，共核穎粒ハ染色漆ク，且膨大シテ斑紋状テ

呈シ，一部類泣ハ核ヨリ原形質中二擦ガリ，恰モ穎粒物質ノ溶解セルカノ如キ観テ星ス．

 2時間後所見．前記膨大セル斑紋ハ共染色一暦淡クシテ，且原形質内又時トシテ細胞外ニ

マデ接カレルモノアリ．又甚ダ淡キ且小ナル斑鮎トナリテ，2乃至3個核内二認メ格ルコト

アリ．叉殆ンド穎粒ノ痕跡デモ総メスシテ唯ダ核周ノミ染色シ，其中央部ハ金ク無染色テル

モノアリテ共蟹化甚ダ強シ．

 4時間乃至8時間後所見4時間乃至8時間後二至レハ少数ノ細胞ニアリテハ蕨巳ノ知辛

淡寺膨大セル斑紋状テナスモノモ筒イ雌スレドモ，一般二典染色極メテ微弱ニシテ，叉企ク

穎粒ノ痕跡デモ認メ得ザルモノモ多数二現ハレ，1月カニ穎粒ノ漸次漁夫スルヲ認ム．

 （2） rペプシン試験

 本試験二於デモ亦共観察ハ比較的長時間ヲ聖スルチ以テ被検血液ハ脆織維素血液テ用ヒ，

又「ペプシン」ハ共0，2瓦テn／2000盤酸水溶液ユ00㏄二溶解シ，更二〇、8ユ％ノ比二食盤テ加

ペタル盤酸ペプシン食盤水液テ使用jセリ．而シテ該盤酸ペプシン食盤水汲二峰～同量ノ脆織
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維素血液テ混ジ，撮氏37度二於テ真直後（約1分聞後），1時間後，2時間後，4時間後及ビ8

時間後ノ五回二夏リ其混合液ノ塗抹穣本テ作リ，前言巳同様ノ方法ニテ共用核穎粒チ槍シク

リ．英所見≡夫ノ如シ．

 直後（約1分間後）所見．核穎泣ハ共直後二於テ既二共染色弱クシテ，且膨大セル斑紋状ト

ナル．又個々ノ穎粒ハ五二癒合シテ1乃至2個ノ塊状テ星シテ現ハル．叉金ク穎粒ノ消失セ

ルモノモ少藪二存在セリ．

 1時間後所見．斑紋状懸粒ハ更二膨大シ，且共一部ハ原形質叉ハ細胞外二接ガリ，共染色

ハ甚ダ微弱ナリ．叉禰蔓性ノ軍ナル淡キ核染色トシテ現ハル・モノァリ．叉梢、小ナル且蓬

ダ淡キ斑鮎トシテ核内二2乃至3価認メ僧ラル・モノアリ．掬少藪ノ細胞二於テハ共核穎粒

ノ金ク消失セルモノアリ．

 2時間後所見．前記斑紋状穎粒父ハ斑鮎等ノ染色一暦微易易トナリ，且共鐘化史二強ク，叉

全ク核穎粒デ現ハサ“ル細胞モ漸次増加ス．

 4時間乃至8時間後所見．少数ノ細胞二於テハ街前言巳ノ如キ膨大セル斑紋状穎粒テ現ハス

モノアレドモ，共大牟部ノ細胞二於テハ核果轍ハ殆ンド企ク消炎スルチ見ル．筒対照試験ト

シテ「ペプシン」ラ州ヘヂルn／2000盤酸食酸水汲二同量ノ脆繊維素血液ヲ混和ゼルモノニ離

テ，同様ナル方法ニテ槍セル共核穎粒ハ8時間後二於デモ向何等鍵化ゼルテ認メ得ザリキ．

蜘チ前記ノ愛化ハ「ペプシン」ノ鐘化二山ルコトテ赤スモノナリ．

 愉本節二於クル第一項乃至第四項ノ實験成績テ表示スレバ次ノ如シ．

第二表「アルコール固定前二於ケル實駿

暇想物質 藥  液 温度 作用時間 周 核 顧 粒 ノ 愛 化
一 1 0                       1  ■ L      凹  皿 『

一…川＾… @ o山    一…皿…一〇一  ■   ■      ■■ ■  一 ■

血液繊維
素

α2％弗化テト
リウム 3プC 約1分間 鐘化ナシ

〃 O．2％杓機酸ナ
ト切ウム」

37℃ 約1分間 〃

〃 ・ 1肌 工一4時間 〃

糠灰質 識徽スj・叩・分間 〃

       1E。℃∵。時間1
■ 1 ． 一 I… ■■     一

〃 〃 〃

一
… ■   ■   一 ．                         ■      ユ   …   … 皿 一       一 一        ’                 ’                   ■ ’                                         ＾

脂肪質 rリパーゼ」溶液 37℃
1約。分間

〃

一  ■一     一         ■     ■  ’           一I                                                                                    一

〃 〃 37℃ Pト4時間 P”
L       1     I

■     一 I    I   1  I      …  …

O．2％「パパイ
蛋白質 ン」溶液 37℃     一�P分間1核頬粒ハー般二淡キ斑紋状二膨大ス．

。。℃1

@」
〃 〃 1時間

一般二頭粒ノ染色甚ダ弱クシテ，斑紋状二膨大セル核頬粒ハ英一部原形質内二濾ガル．

L ，
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。。。」。時間 一………』 一 止凸止 一一I■■ u⊥L     』 一 1�F一層窮キ斑紋状叉ハ斑黙トナリ，叉全グ
〃 〃 頼粒ノ痕跡デモ認メサル毛ノアリー般二英蟹

北上艶所見ヨリー解強シ．
1

” ド 37℃14－8時間 膨大セル錐紋状懸粒ハ少数ノモノニ於デノミ
見ラレ，大多藪ノモノハ懸粒全ク消失ス。

一   一   一 ■         ’  一 一                                               …      …  ⊥   ’          一一 一   一一 ■     u                                   1 L

〃 α2％ベブシy 37℃ 約1分問
核顧粒ハ染色漆グ，且膨大セル斑紋状ドナ

皿／2000騨酸溶液 ル．
i

」 L一一一一一 @ ’       ■■  』          ■ ■一11山I…L上  一■    ヨ〃     ．〃

37℃ 1晴間
戴紋状顧粒ハ夏ご膨大シ，且共一部川原形質

    一一’L  」■■I… 父ハ細胞外ニマプ強ガル、
一1 v二言已封韮蓋支却犬聚真泡立ハ共染色一一’蕾享炎グ上L其萎董イ七モ

〃 〃 37℃ 2暗闇 更二増強ス．父全グ額粒ノ満失スルモノモ可

一   ■F －     I I

成リニ多シ．  ＿               I一    一                                                                     山                                                一

・ 1・
少数ノ細胞二於デバ」：記ノ如キ斑渕吠願粒チ

37℃ 4－8時間 現ハスモノアレドモ，大部分ノ細胞ニハ殆ソ
ド金ク倫失ス．   ．                                           ・                                                      山

 要之，本節二於デモ前節血液塗抹アルコ一レ固定標本二就テ實駿セル繍果ト同様ニシテ，

周核穎泣物質ハ「デアスターぜ」叉ハ「リパ・一七」等ニョリテ愛化セラレヂルヨリ槻レハ糖原質

ニモ叉脂肪質ニモ非ラスシテ，「パパイン」及ビ「ペプシン」ニョリテ劇ヒセラレ得ル蛋白質ナ

ル可シ．筒弗化ナトリウム」及ビ約機酸ナトリウム」等ノ試験二体リテ血液織維素ニテモ非ヂ

ルコトテ贋綾メ得タリ、

     第三節 酸及「アノγカリ試験重二・「クロマチソ綱トノ關係

 本實験八家鶏ノ血液塗抹標本テ「アルコール」ニテ固定後，弱キ酸，叉ハ弱アルカリ」ヲ作

用セシメ，「ブリラントアスリン染色，叉ハラ｛．ヒ犀染色デ施シテ周核穎粒及ピ「クロマチ

ン」ノ染色状態テ槍シクリ、愉酸ニハn／］00髄酸水溶液テ又「アルカリ」ニハn／100アムモニ

ア水溶液テ選ビ，次ノ如キ四項二分チテ實験セリ，

          第□項・ρ00蟻酸ノミヲ作用セノレ實験

 血液塗抹標本テ無水アルコール」父ハ「メチールアルコール」ニテ数分乃至数10分間固定シ

タル後，室温（擬氏15度）二於テnμ00盤酸水溶液二浸シ，之レテ時々輕ク友右二動力シテ薬

液ノ蟹化テ可及的数集多カラシメ，之レテ5秒後，1O秒後，20秒，40秒，80秒後ノ五回二分

チテ取リ出シ，度テニ豫メ用意セル蒸溜水二容レ，軽ク動力シテ薬液テ洗ヒ去リ，乾燥スル

ヲ待チテ「ブリラントアスリン染色叉バライト氏染色テ施シテ，周核穎粒叉ハ「クロマチン染

色テ検シクリ．其所見ハ次ノ如シ．

 （I）5秒後ノ所見

 rブリラントアスリン染色二体ル周核果頁粒ハ膨大セル淡キ斑鮎トシテ現ハノレ．叉一部ノ穎

粒八瀬蔓性二接ガリ核外原形質ニマデ淡染セル不正圓形ノ斑紋テ薔クモノアリ，英他種々ノ

不正形二鐘化セル穎粒テ見ル．要スルニ期ル蟹化ハ穎粒物質ノー都撚解シ，核外二瀬蔓セル

階梯二於テ染色サレタル像ナラント思考ス．次ニライト氏染色ニコル「クロマチン像ニハ愛

化セルモノテ認メ看専チリキ．

 （2）工O秒後ノ所見

 一部ノ周核穎粒ハ前言巳ノ如キ淡キ斑鮎，又ハ稽ミ大ナル斑紋テナセルモノア1ノドモ，一般
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二該斑紋膨大シテ核ヨリ原形質ノモナラズ細胞外ニマデ禰蔓スルチ見ル．荷或ル部ノ細胞二

於ケル周核穎粒ハ金ク消失シテ，唯ダ淡キ千等ナル核染色トシテ現ハレ，且該染色ハ核全面

ヨリ核周原形質ノー部二旗ガリ，核周ノ｛輸状二濃染セリ．要スルニ周核穎粒ノ鐘化ハ前記

所見ヨリー暦進行セル像ヲ示ス．但シライト氏染色二体ル「クロマチン像ニハ愛化テ認メス．

 （3）20秒後ノ所見

 「ブリラントアスリン染色二就テ観ルニ，少数ノ細胞二於クル周核果真粒ハ5秒後所見ノ如

ク斑鮎，叉ハ斑紋状二鐘化セルモノモ認メ得ルモ，大部分ノ細胞二於テハ穎粒状ノ像形消失

シテ，平等ナル淡キ核染色トナリ，且該染色ハ核周二滑ヒテ核局外ノ原形質ノ牛バラ被覆

ス．筒核周ノ濃染部ハ前記10秒後所見二比シ蓬ダ淡シ．要スルニ周核果頁粒ノ鐘化ハ漸次著シ

グナルヲ認メタリ．之レニ反シライト氏染色二体ル「クロマチン像ハ獲化テ認メス．

 （4）40秒後ノ所見

 一部ノ周核穎粒ハ向5秒後所見ノ如キ像テ呈スルモノ少数二存在スレドモ，大部分ノ細胞

二於ケル夫レハ穎粒ノ像形消失シ，千箏ナル淡キ禰蔓性染色トシテ現ハレ，前記20秒後所見

ヨリー暦淡染色トナル．但シ「クロマチン染色ニハ劇ヒラ認メス．擬シテ前言巳所見ト略、相

似タリ．

 （5）80秒後ノ所見

 此時間二於クルrブリラントァスリン染色ハ可成著シギ鐘化テ示ジ，周核穎粒ハ淡ヰ斑髄

トシテ残ルモノモ極メテ稀レニシテ，殆ンド凡チノ細胞二於ケル夫レハ金ク消失シテ，唯ダ

千尋瀬蔓性ノ核染色テ星スルノミ．而シテ該染色モ独メテ淡ク，狗核周二於ケル濃染部モ殆

ンド漁夫セルモノ多シ．之1ノニ反シライト氏染色ニコル「クロマチン像ニハ鐙叱テ認メ待ザ

リキ．

 以上ノ所見テ簡明ニスベク表二示セパ次ノ如シ．

         第三表ユ缶HC1ノミチ作用セル實験

試験薬液 温度 作用時間 ’詞形…奥貢堆立ノ塗肇イ七

@        一

r一クロマチン綱ノ饗化

@  ■       ■一      一 …

I＝i一一IIC1100

旭℃ 5秒
核顧粒ハ淡キ斑鮎叉ハ膨大シテ斑紋朕ヂ呈
ス   一            一

鐘化ナシ

■ ■ ¶                      I

〃 〃 10秒
上書直醜融叉ハ嘉紋ハ更二共染色滅窮シ，且
c大ツチ原形質叉ハ細胞外二掻ル，

〃

〃 〃 20秒
殆ンド金ク懸粒ノ形テ夫ヒ，平等ナル淡キ
j染色トシテノミ言忍メラル．

〃

〃 〃 40秒
略々上言巴豚児ト同様テルモ，英染色更1二微  〃
弱トナリ！共蟹イ七一属増強ス。      ■                一

 i@■一          1          ■   ’

」I ■  一一一 ■ 一

｡1■一           凹

〃 〃 80秒
少数ノ細胞二於テ淡キ斑輸トナリテ在ス1ノ
hモ，大音圧ノモノニハ核粗粒殆ンド澗失スー

〃

  附言四周核顧粒ハ「プリラyトアメリン染色ニヨリ，父グロマチン綱バライト氏染色二依

     レルモノナリ．

要之，nμOO駿酸水溶液テ作用セシメタル血液塗抹アルコール固定標本二於テハ，「プリ
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ラントァスリン染色ニョル周核顧粒ハ室温（撮氏15度）二於テ僅カニ5秒後ヨリ跣二葉形態ノ

麓化テ認メラレ，10秒後手於テハ漸次其劉ヒ著明Fナリ，1分20秒俊二於テハ殆ンド消失ス

ルニ至ル．之レニ反シ，ライト氏染色二体ル「クロマチン像ハ何等正常ト異ナル所テ認メ得

ザリキ．

        第二項 ・／100アムモニア」ノミヲ作用ゼノび實験

 血液塗抹アルコール固定標本テ前記・／100盤酸水溶液ノ代リニ・／1OOアムモニア水二浸シ

テ其作用テ強セルモノニシテ，5秒後．10秒後，20秒後，40秒後，80秒後ノ五回二夏リ，前

様同「ブリラントアスリン染色及ビライト氏染色ニテ，1周核穎粒及ピ「クロマチン網ラ槍セ

リ．

 （1）5秒後ノ所見

 周核穎粒ニハ鐘化テ諸メチルモ，ライト氏染色ニョルrクロマチン像ハ其染色漆クシテ，

且一般二不明瞭トナリ．一部ノ細胞ニアリテハ平等ナル欄蔓性ノ核染色トナルモノモ認メラ

ル．荷一部ノ細胞二於テハ正常二近ヰrクロマチン綱ノ形ヲ呈スルモノモ少藪二存在セリ・

 （2）10秒後ノ所見

 周核願粒ハ正常ト異ナラザルモ，rクロマチン綱ハ遊ダ不明瞭トナリ、一部ノ細胞ハ全ク

rクロマチン像ハ認メ待ズシテ，平等ナル核染色トシテ現ハレ，核周ノミ輪状二濃染シテ中

央部ハ淡ク染色セリ．副チrクロマチン像ハ前記ヨリ欄、強ク鐘化セリ、

 （3）20秒後ノ所見

 ライト氏染色ニョリテ「クロマチン銀ハ認メ得ズ．一殺二平等ナル禰蔓性ノ核染色ニシテ，

前記同様核周ノミ濃染セルモ，前言巳二比シー般二染色微弱トナル．「ブリラントアスリン染

色二於テハ周核穎粒ノ蟹化セルモノナシ，

 （4）40秒後ノ所見

 ライト氏染色ニコル「クロマチン像ハ殆ンド認メ得スー核染色一般二基ダ淡ク，殊二核ノ

中央部ハ殆ンド染色ノ色テ認メサルモノアリ．勘チライト氏染色所見ハ共聖化漸次彊クナレ

ドモ，「ブリラントアスリン染色二於ケル周核穎泣ハ依然トシテ殆ンド饗化ナシ．

 （5）80秒後ノ所見

 「クロマチン像ハ金ク認メラレズ，共核染色モ極メテ淡ク，確ダ核周二編1濃染セル綱ヰ

輸朕部テ認メ得ルニ過キズ．之1ノニ反シ周核穎粒ハ「ブリラントアスリン染色ニヨリ著明二

認メ得ラル．

 荷…奏デ貝テ示ゼノ†；定ノ女ロシ．

     n第四表了酊NH40H＝ノミテ作用セル實駿

試験藥液繊」作用時閥j臓馳／鐘化

柵・・ト・」・秒鐘化1／

クロマチン綱ノ轡化
≡「グロマチy綱ハ共染色漆クシテ，一般二
「不明瞭トナル・
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〃

 一”1’O秒
〃

       L          I            山  ’   I …

繼Lヨリ更二不明瞭トナリ，一都ノ細胞ハ
uク1コマチy銅像ハ金ク認メ得ズシテ千等ナル核染色トナルモノアリ、

〃 〃

・・秒㌧   」 「クロマチy像ハ認メフレスシァ，一般二
ｽ等ナル禰蔓性核染色トナル，且英染色毛
rダ淡シ．

〃 〃 40秒
@ ’ I 一         ■      一

〃

一    一 一  一 一             ■      一 ■ 一 0

「クロマチy像ハ認メラレスソァ上記ノ知

uグロマチン綱ハ金グ認メラ1ノス唯核周ノ
~僅カニ染色セリ．

j

〃 〃 80秒 〃

   附記・周核顧粒ハ「ブリヲyトアズリン染色ニョリ，叉「クロマチン綱ハ？i上氏染色二候

      ソタリ、

 要之，n／100アムモニア水溶液テ以テ塵置セル血液塗抹固定標本二於テハ，ライト氏染色

二体ル「クロマチン像ハ著シク蟹化スルモ，rブリラントァスリン染色ニョル周核穎粒ハ正常

ト何等異ナル所ナシ．

 以上ノ實駿二就テ観レハ，周核穎粒ハ・／100髄酸水溶液ニョリテ，又rクロマチン綱ハ

nμ00「アムモニァ水溶液ニョリテ鐘化セラレタリ．愉之1ノテ正確ナラシメンガタメ，nノ五00

蟻酸水溶液デ以ナセル實験ハ之レテ同濃度ノrアムモニア水及ビrアムモニア水溶液テ皿ナセ

ルモノハ同濃度ノ蟻酸水溶液ニテ豫メ中和シ，然ル後之レテ染色シテ検セル専攻ノ如シ．

      第三項 n／I00蟻酸ヲ作用シ次デn／lOO「アムモニア」

           ニテ後塵置ゼノγ實験

 血液塗抹標木ノ「アルコール固定後，之レヲnμ00蟻酸水溶液（撮氏15度）二，5秒乃至80

秒間浸シ，次デ同秒間n／ユ00「アムモニア水溶液二浸シテ之レテ中和シ，更ξ蒸溜水ニテ軽

ク薬液ヲ洗ヒ，rブリラハアスリン染色テ施シテ周核果融ノ蟹化テ検シクリ．

 （1）5秒後所見

 周核穎粒ハ膨犬シ，淡染セル斑鮎叉ハ相ミ大ナル斑紋ヲ講キ，又共一部原形質内二膨隆セ

ルモノアリ．一般二軽度ノ蟹1化チ認メタリ．

 （2） 10秒後所見

 略ミ前記所見ト相似クルモ，一般二嚇巳所見二比シ共鐘化梢～強ク，大ナル斑紋テ議キ原

形質内及ビ時トシテ細胞外ニマデ接ガルモノ多ク，又少敷ノ細胞二於テハ更二斑紋モ消失シ

テ，全ク平等ナル核染色トシテ現ハル・モノアリ、織シテ共蟹化梢1彊シ．

 （3）20秒後所見

 周核穎粒ハー般二平等ナル核染色トシテ，原形質ノ大字二瀬蔓性二接ガリ，共色蓬ダ淡ナ

リ・稀レニ斑鮎叉ハ斑紋状二乗項粒ノ膨大セルモノモ認メラル．漸次共愛化ノ進行テ示ス．

 （4）40秒後所見

 殆ンド兄チノ細胞ハ核反ビ原形質二機ガル欄蔓性染色ニシテ，共染色モー暦淡クナリ，斑

鐵又ハ斑紋状様ノモノモ殆ンド諸メラレズ．

 （5）80秒後所見

 穎粒ハ金ク共痕跡モ認メ得ズ．前言巳ノ如キ千尋欄蔓性染色ニシテ，共色極メテ淡ク，愉一
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都ノ細胞二於テハ金ク核染色テ星セサルモノアリ．共饗化蓬ダ高慶ナリ．

 以上所見テ表呈示セパ次ノ如シ．

     第五表τおHαヲ作用シ大デ1言σNH40Hニテ後塵施セヶ賛駄

作用藥液 中和藥液 温度 作1用時 周 核 顧 粒 ノ 鐘 化

＿しHC1100 朴㎝！叶・秒 周核顧粒ハー般二膨大シ，淡染セル斑錨叉八大
iル斑紋状トナル．

〃

        ；

E 1・一・秒 核顧粒ノ轡北上記目リ程々強グシテ，斑紋状額
ｱハ原形質叉ハ細胞外ニマプ膨隆セリ．

〃 〃 〃 20秒

漸次興鐘化増強シ，染色モ更二淡グナソ，一部ノ細胞ハ金ク顧粒ノ形ラ呈セスシテ雫審ナル核

�Fトシテ現ハル、

〃 〃  〃

k 一 一   ’ ■■ 1一  ■

@〃

40秒
殆1ノド凡チノ細胞ハ平等ナル核染色ニシテ且英
�F一暦淡クナル．

［ I o           一         ｛ ，    ・

〃 〃 ・・秒騨驚洩壌鍵愁鶯盗淳リド

要之，nμ00髄酸水溶液ノ作州ニコル周核穎粒ノ愛化ハ，同濃度ノ「アムモニア水溶液ニ

テ後塵置ゼルモノニ於デモ，第一項實駿ト略1同様ニシテ，漸次蟹化セラレ得ルコドチ認メ

クリ．

第四項n／I00アムモニア」ヲ作用シ次デn／I00盤

    酸ニテ後塵置ゼノび實験

 本質験ハ血液塗抹アルコール固定標本二初メn／100アムモニア水溶液テ作用セシメ，次デ

n／100盤酸水溶液ニテ後塵置テ施シテ，ライ・ト氏染色ニョリ共核二現ハル・「クロマチン像

テ槍シクリ．萄他方ニハ「ブリラント染色ニヨリ周核穎粒ノ饗化モ併セ検セルモ，前記第一

項叉ハ第三項實験ノ所見ト略ミ同様ナルテ以テ，裁二之レヲ省略セリ．次ニライト氏染色ニ

ョル「クロマチン像ノ愛化テ5秒，エO秒，20秒，40秒，及ビ80秒ノ五回二分チテ検セル所見

ノ概略テ記述セリ．

 （1）5秒後所見

 「クロマチン像ハー般二染色弱ク，梢ミ不明瞭ナリ．

 （2）10秒後所見

 「クロマチン像ハ甚ダ不明瞭トナリ，一部！細胞ニハ平等ナル核染色トラテ現ハレ，「クロ

マチン像ハ殆ンド認メ得力

 （3）20秒後所見

 殆ンド凡チノ細胞二「クロマチン像ハ認メ得ズ．平等ナル且］般二進グ淡ヰ核染色ニシ

テ，唯ダ核周ノミ輸朕二濃染セリー

 （4）40秒乃至80秒後所見．

 「クロマチン像ハ金ク認メ得ズ，核染色モ極メテ淡クナリ，核周ノミ回ヲ薔キナ僅カニ濃

染セルノミニシテ，核ノ中央部ハ殆ンド染色セツルモノ多シ．
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 上記所見ハ略ミ第二項實験ノ「クロマチン染色所見ト・相似タリ．自ロチ「クロマチン銀ハ

n／ユ00アムモニア水溶液ノ作用ニョリ蟹化セラレ，街之レヲn／100蟻酸水溶液ニテ中和セル

モノニテモ亦同様ナリ．

 前記所見チ表二示セパ次ノ如シ．

          n                         n
     第六表1πNH40Hテ作用シ…欠デ100Hαニテ後魔施セル實駄

作用薬液 中和藥液 温度 作用蒔間 「クロマチソ綱ノ轡化．

n HCI 1げC 5秒
「クロマチン像ハ英染色弱クシテー般二不明瞭
gナル

皿 NH40H1oo

100

〃 〃 〃 10秒
「グロマチン像ハー厨不明瞭トナリー部ノ細胞ニハ金グ認メ得ザルニ至ル

〃 〃 〃 20秒
「クロマチン綱ハ殆ソドー凡チノ細胞二認メ得ズ
Vテ，唯ダ平等ナル核染色ヂ呈スルノ…．

〃 〃 〃 ・・秒 齧ﾂ磁鮒全グ認メ倍ズ’一般二核染色

〃 〃 〃 80秒
略々上記所見ト同機テルモ典染色更二微弱トナ
梶C英鐘化一暦増強ス．

   附言巴 本實験バライト。氏染色ニテ検シタル毛ノナリ．

 要之，周核穎粒ハn／100盤酸水溶液ノ如キ弱酸ニョリテハ影響テ受クルモ，n／1OOアムモ

ニア水溶液ノ如キ弱盤基ニョリテハ影響テ蒙ラズ．卯チ核果頁粒物質ハ恐ラク駿基性物質ニシ

テ，之レテ前述第一節及ビ第二節ノ實験ノ結果ト総括シテ考察ス1ノバ盤基煙蛋白質ナラント

思考セラル 愉ライト氏染色ニョル「クロマチン像ハ，nμ00アムモニア水溶液ニョリテ影

響ヲ蒙ルモ，n／100駿酸水溶液ニテハ何等蟹化セラレスシテ，周核穎位ト金ク共性状相反

ス．

         第四節周核願粒ト「ピスト：／」トノ關係

 前記實験ノ結果テ綜合スルニ，周核穎粒ハ略、盤基性蛋白質ナルベキコトカ推定セラル．

今核物質中既知ナル酸基性蛋白質ニハ共代表的テルモノトシテ「ヒストン」及ピ「プロタミンJ

アリ．而シテ有核赤血球及ビ白血球等ノ核ニハ「ヒストン」ノ存在スル事ハ晩二K。。。。I U5π1η

（ll〕及ビLi1i㎝fo1d口目〕等ノ研究ニョリテ護明セラレタリ．此敬二核ノ有スル盤基性蛋白質ト

推定シタル周核穎粒ト，同シク核中二存在スル盤基性蛋白質ナル「ヒストン」トノ關係二就テ

検索スルハ敢テ無意義二非ラザルベシト思考ス．是レ余ノ本質験二若手セル所以ナリ．’愉

「ヒストン」ノ比較的多量二合有スルハ胸腺ナルガ敬二（KosseI友ビL五1i㎝王直Id等ノ研究），

豫備費験トシテ健康ナル小牛ノ胸腺組織ノ塗抹標木チ作リ，「アルコール固定後，「ブリラン

トアスリン染色テ施シテ検セルニ，周核穎粒ハ血液細胞ノ犬レヨリ遥カニ強ク，且多数二出

現セリ．印チ本實験ニハ産ダ好適ナル材料ナルガ敬二符二小牛ノ胸腺テ選ピタリ．

 賛験方法ハ殆ンドKos昌e1及ビKutscher（12〕等ノ案出二体ル「ヒストン」分離法テ磨用セ

ルモノニシテ，

 （1）胸腺紬砕物二駿酸テ以テ，典浸出液ト残澁物トニ分離シ，
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 （2）次デ浸出液テ「アムモニア」ニテ沈澱セシメ，英沈澱物ト然ラザルモノト二分離シ，

 （3）街其沈澱物テ「アルコール」及ピ「アルコール・工一テル」ニテ浸出シ，浸出液ト共残塗

物トニ分離シクリ．

 此慶二分離サレタル該澁物ハ卿チrヒス．トン」ニシテ，該rヒス｝ン」友ビ「ヒストン」以外ノ

前記各分離物質ト「ブリラントアスリン染色液トノ闘係チ検シクリ．

            第一項 騒酸ヲ以チノ分離

 胸腺ヂ肉嘩器チ用ヒテ紬碑シ，之レニ2倍量ノ水テ客レ，次デ盤酸テ0・8％ニナル様二加

へ，乳鉢ニテ充分研和シ，筒室温ニテ藪時間摘出シ，次デ遠心羅ニテ抽出液ト残廃物トニ分

離シ，其残澁物ハ塗抹標本テ作リrアルコロル固定後rブリラントアスリン染色ヂ施シテ検シ

クルニ，周核穎粒ハ殆ンド全ク出現セサリキ．他方揃出液ハ次ノ實験二供シクリ．荷念ノ爲

メ胸腺ノー小部ヲ轍篤乳鉢二容レ，約2倍量ノ0．8％盤酸水溶液チ加ベテ充分研和シ，遠心

器ニテ共残添物ヲ分離シ，上記ト同方法ニテ周核穎粒テ検セルニ該穎粒ハ全ク認メ得チリ

手．此實験二体テ胸腺ノ周核穎粒物質ハ盤酸二体リ全ク抽出サルルコトテ確メタリ．

 附配本實験二使用セシ噺艀L鉢ハ特二本學蟹化學教室須藤教授ヨリ貸與セラレタルモノナ

リ．裁二同教授二対シ深謝ス．

           第二項 「アム毛ニア」二恢ノび分離

 繭記ノ如クニシテ分離セル摘出液二通當最ノ「アムモニア」（適當量トハ沈澱ヲ生ズルマデ

ノ量）テ加ベテ沈澱テ生ぜシム．該沈澱物テ筒充分「アムモニア水ニテ洗ヒ，濾過シテ沈澱物

ト濾液トニ分離ス．此濾液ノー定量二約同量ハ■ブリラントアスリン染色液テ混和セルモ，

何等色素ト拙出物質トノ沈澱物テ生ぜサリキ．愉食＝盤テ3名ニナル様加ヘタルモ（「ブリラン

トァスリン染色ニハ3％ノ食監濃度ラ必要トスルコトバ跣二第一編舳二言巳述セリ）同様何

等色素沈澱ヲ生芦ザリキ．印チ該濾液中ニモ「ブリラントアスリン色素ト結合シ得ベキ物質

ヲ謝呪シ能ハザリキ．他方「アムモニア」二俵ル沈澱物二就テハ攻ノ實駿二譲ルー

    第三項 「アノγコーノγ」及ビ「アノγコーノγ・工｝テ〃」ニヨノび分離

 航記ノ如クニシテ得タル沈澱物テ「アルコロル」及ビ「アルコール・工一テル」テ以テ充分浸

出シ，漉過シテ其浸出液手残添物トニ分離ス．、裁二生シタル残添物ハKo舳1双ビKutschεr

（τ呈）等ノ「ヒストン」分離法ニコル「ヒストン」ナリ．先ヅrアルコロル」及ビ「アルコール・工一

テル浸出液二就テ吟味センニ，晩二（第二章第一節第三項二於テ）記述セル脂肪質二醐スル

「アルコール・正一テル試験ニョリテ明ナルガ如ク，周核穎雑物質ハ「アルコーノレ」及ビ「アル

コール・工一テル」二溶解セサルモノナルガ敬二該浸出液二就テハ之レテ検スルノ裏ナカルベ

シ．敬二他方残添物勘チ「ヒストン」二就テ次ノ如キ實験テ行ヘリ．

    第四項 「ヒストノ」ト「ブリラソトアズリソB色素トノ關係

 小牛胸腺ヨリ分離セル「ヒストン」O．5五テ小量ノ蒸溜水テ以テ磁製乳鉢テ用ヒテ充分研和

シ，更二2乃至3滴ノ稀髄酸テ加ベテ研和溶解シ，愉蒸溜水テ以テ之レヲI00㏄トナス．次

デrアムモニア」ニテー程度（沈澱テ起サヌ程度）マテ中和シテ，可及的酸性度テ減弱セル弱酸
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性ノ約α5劣rヒストン溶液ヲ作リ，荷之レヲ濾過シテ用ピタリ．該「ヒストン水溶液二同量

ノO．5％プリラントアスリン染色液（3％ノ比二食盤テ含有スルモノ）テ加アレバ，暗紫董色

ノ沈澱物テ生ジ，暫時之レテ放置スレバ完全二沈降シ，葉上澄液ハ無色（但シ色素過剰ナレ

バ淡紫色）トナル，是レ恐ラク「ヒストン」ト「ブリラントァスリン色素ト結合シテ，一’種ノ

盤榛物質ヲ形蔵セルモノナラン．荷元「プリラントアスリン染色漆ハ3％ノ比二食駿含有ス

ルチ皿テ，玖二食盤ノ無キ色素水溶液及ビ6名ノ比二食駿テ加ペタル色素液トチ作リ，各別

二rヒストン水溶液二混入セルニ，何レモ前記同様ノ沈澱テ生ジタリ．蜘チ右結合物ハ食駿

二何等關係ナクシテ生スルモノナリ．

 葡以上ノ實験ノ結果テ総括的二表示セパ次ノ如シ．

刈機1勝し榊続㍍こ㌘
 X：里十x1－a＋b＋X2＝a＋b＋c＋dニシテ皿，b及ビ。八色素ト結合セスシテ（1ノミ結合シ

 得タリ．

 要之，胸腺ヨリ分離セル「ヒストン溶液二「ブリラントアスリン染色液ヲ州7レハ著明ナル

沈澱現象ヂ超ス．コ八色素ト「ヒストン」トノ総合二体ルモノニシテ，「ヒストン」以外ノ分離

物質中ニハ該色素ト結合シ得ベキモノテ講明シ格ヅリキ．由是襯之，恐ラク胸腺二於クル周

核穎粒物質ハ「ヒストン」ガ其主要物質テナスニ非ラズヤト思考セラル．而シテコハ第一節乃

至第三節二於テ護明シ幻レ所ノ核顯粒ガ簸基性蛋白ナル事費トー致ス・但シ血液細胞二於ケ

ル「ヒストン」二就テハ愉研究ノ徐地アルモノナラン。

         第五節 周核願粒ト「プロタミン」トノ關係

 前節二於テハ周核穎粒ト「ヒストン」トノ開係二就テ検索ゼルテ以テ，本節二於テハ回シク

藍基性蛋白質ノー種タル「プロタミン」トノ鯛係ヲ検セントスー

 rプロタミン」ハM1es・he・（ユ872）ニョリテ褒見セラ1ノ，Ko・sel㈹等ノ研究ニョリテ或穫

魚類ノ精細胞核二含有サル・事ハ既二周知ノ事ニシテ，本實験ハ共魚類ノー種鱒ノ「シラコ」

二歳テ検索テ行ヘルモノナリ．

        第一項鱈ノ精細胞二於ケノγ周核頬粒二就テ

 鱗ノrシラコ」ノ塗抹標本テ型ノ如ク「アルコール」ニテ固定シ「ブリラントアスリン染色テ

施シテ稔セルニ，胸腺組織細胞二於ケル如キ多数ナル梁臓ハ存在セサリシモ，可成リ明カナ

ル周核穎粒テ認メ禍タリ．荷之レニ闘スル締納ナル研究ハ次同報告二譲リ，裁ニハ箪二精細

胞二於デモ亦周核穎粒テ識明シ得ラル・事ノミテ言巳述スルニ止メン。次デ「プロタミン」テ分

離シテ「プリラントアスリン色素トノ醐係テ槍シクリ．

          第二項 「プロタミン」ト色素トノ開係

 「プロタミン」ノ分離ハHammarst㎝氏方法｛12j二擦レリ・師チ鱈ノ「シラコ」テ乳鉢二入

レテ摩擦紬挫シ，「工一テル・アルコール」（「工一テル」三容積二「アルコール」一蓉穣ノ比）テ
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加ベテ充分研和ス（之レテ二回繰リ返ス）．玖二「工一テル・アルコニル」’テ除キ其残澁ラ1乃

至2％ノ硫酸ニテ制拙シ，次デ之レテ濾過シ，其漉液二「アルコール」テ3乃至4倍ノ比二加

フレバ沈澱テ坐尤更二之レラ24時間放置シ，再ビ濾過シ，共残流テ雄メテ水二溶解シ，二呵

ビ「アルコール」ニテ沈澱シ，愉之レテ三乃至匹1回繰リ返シタル後其沈澱物ヲ取リテ空氣中ニ

テ乾燥ス・斯ぞシテ得タルモノハ硫酸「プロタミン」ナリ（敬二本賛駿ニハ硫酸「プロタミン」

テ使用セリ）、言亥「プロタミン」ノO．5名ノ水溶液テ作リ，其任意量二回最ノrブリラントァス

リン染色液テ濃ズレバ直テニ深蓮色ノ沈澱物テ生ズ．是レ「ヒストン」ノ實験二於ケルガ如

ク，「プロタミン」ト色素酸根ト縞合シテー種ノ髄様物質テ作リタルモノナラン．印チ「ブロ

ダモン」モ亦「ブリラントアスリン色素ト結合シ得ルコトテ認メ得タリ．而シテ前記ノ如ク鱈

精細胞ニモ周核穎粒ノ出現スルヲ観レハ．精細胞二於ケル周核果頁粒ハ少クトモ其一部バソガ

含有スル「プロタミン」ニモ闘係アルモノナラント思考セラル．

        第六蔀周核願粒ト「ヌクレハノ酸トノ關係

 前節二於テハ核物質中ノ盤基性蛋白質タル「ヒストン」及ビ「プロタミン」二就テ検索スル慶

アリタリ．依テ本節二於テハ更二盤基性蛋白質ニハ非ザルモ，核物質ノ主要蔵分タル「ヌク

レイン酸ト周核果頁粒トノ開係二就テ稔セントス．

 「ヌクレイン酸二開シテハ爾來多数ノ先進諸家ニヨリ研究セラレタル財ニシテ，其染色上

ノ研究二就デモ亦多数ノ薬蹟アリ．今井主テルニ，三二就テ湖ルニHeidenhei・（1902）㈹ハ

 （1）遊離セル「ヌクレイン酸溶液二盤ジ．隻惟色繁Ro彗刮ni1ins，N㎝tra1rots，NilbIaus等ノ

溶液ノ2乃至3滴テ加フヒバ直テニ美麗ナル色素堕ノ色（Sa1・｛・rb・）テ星ス・之レハ遊離「ヌク

レイン酸ト遊離色素麗基ト総合シテ，Nuk1o加saures Rosami1in，Nukleinsau．es Noutra1rot

Nukleinsauros N11b1au等ノ色素簸デ作ル爲メナリト．

 （2）荷同氏ハRosani1in－a㏄tat又ハ正；r1uantgrOn－su1fat等ノ如キ麗基性色素盤ノ稀薄ナ

ル溶液二，「ヌクレイン酸溶液ノ2乃至3滴ヲカロブ1ノバ憂色シテ特有ナル色ヲ呈ス．是レ亦

前記同様ニシテ「ヌクレイン酸卜色素盤基トノ結合ニヨリ色素盤テ形成スルガ爲メナーハ報

告セリ．

 （3）又前記盤基性色素液ノ稀薄ナルモノノ代リニ回濃厚ナル波ラ用7レハ沈澱テ生ズ・之

レハ「ヌクレイン酸ト色素盤楽ノ結合ニコル色素盤ノ沈澱ナルコトテ証明セリ。印チ以上ハ

化學的賛1験ナリ．

 攻二岡定標本ノ染色二就チノ實験トシテハZacharies民ハ

 （1）鮭精虫ノ固定標本二0．3％盤酸水テ作用セシメタル後Fuch・in及ビMethyl㎝blauノ

混合色素液ニテ染色スレバ，精虫頭部ハ光輝アル青色二染色ス．妃レ盤酸ニョリテ核二結合

セル蛋白質ガ溶解セラレ，遊離セル「ヌクレイン酸ノ存在スル爲メニシテ，該染色ハ「ヌクレ

イン酸ト盤基性色素盤塞十ノ締含セルモノナリト・

 （2）之レニ反シ前記被染色物質二堕酸ヲ作用セシメスシテ，染色スレバ其染色甚ダ弱シ，

是レ側チ蟻酸ノ作州ナキ爲メ中性ノ「ヌクレイン酸プロタミン」トシテ存在スルガ故ナリト云
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ヘリ．

 余モ亦是等諸家ノ意見二同意スルモノニシテ，玖二略、同棲ナル實験テ行ピタリ．

 （1）遊離セルrヌクレイン酸（Morck製）チ蒸溜水二溶解シテ0．2劣水溶液テ作リ，其小最

二約同量ノ0．2％「メチーレン昔水溶液チ混和ス1ノバ，南テニ深青色ノ沈澱テ生ジタリ．是1ノ

前記Heid㎝hei㎝氏二体リテ讃明セラレタル如ク，rヌクレイン酸ト「メチーレン青ノ色素

盤基根ト結合シテー種ノ臨様物質テ形成セルモノナリ．

 （2）玖二家鶏血液（主トシテ有核赤血球二就テ検シクリ）ノ塗抹標本テ「アルコール同定

後，n／50蟻酸水溶液二室温（撮氏15度）二於テ，約2乃至3分間作用セシメタルモノナ「メチ

ーレン青水溶液ニテ染色スルニ，其核染色ハ髄酸ヲ作用セシメサルモノト何等愛ル所ナキカ

叉ハ稽、甥シ．コハ前言已Zach乱ri・s氏ノ研究ニョレバ，期カル「メチーレン青染色ハ主トシ

テ「ヌクレイン酸ノ染色ニシテ，該「ヌクレイン酸ハ弱盤酸ニョリテ共染色上二影響ヲ蒙ラザ

ルノミナラズ，却テ真髄酸テ作用セシメタルモノハ然ラザルモノニ比シ，共染色ノ増強スル

ヲ誼スルモノナリ・

 （3）血液塗抹アルコール固定標本ヲ前言巳髄酸ノ代リニn／50アムモニア水溶液ニテ作用セ

シメタル後（擬氏15度ニテ約2・3分間），之レテ「メチーレン音ニテ染色スレバ，一般二核染色

甚ダ弱ク且不明瞭ニシテ，殊二「クロマチン像ハ殆ンド公ク滑久ス．是レ「ヌクレイン酸ノ蟹

賢二騎因スルモノナル可シ．

 以上ノ所見テrブリラントアスリン染色ニョル周核果頂粒ノ個1版ト比較スルニ，用核果項粒ハ

前實験（第三節参照）二於テ駆二記血セル如ク，弱鞭酸ニョリテ弧ク障害セラレ，弱「アムモ

ニア」ニョリテ何等影響テ蒙ラズ．之レニ反シテ核ノrメチーレン青ニコルrヌクレイン酸染

色ハ，弱盤酸二体リテ作刀』サレサルモ「アムモニア」二体リテ障害セラル．卯チ周核穎粒ノ染

色反騰ト「ヌクレイン酸ノ夫レトハ全ク相反スルコトテ知リタリ．

      第七笛 「ヌクレイン酸ヒストン」ト周核頼粒トノ關係

 前記第一節乃至第三節ノ實験ニョリテ，周核果臓ハ略、盤基性蛋白質ナルコトガ推定セラ

レ，筒第四節ノ實験二由レハ核物質中ノ盤基性蛋白質タル「ヒストン」ハ「ブリラントアスリ

ン色素ト結合シテ、一種ノ髄榛物質テ作リ得ルモノニシテ，他方「一ヒストン」ラ多最二含有ス

ル胸腺ノ塗抹固定標本二於テハ該核穎粒ノ遊ダ著明二出現スバコト，並二胸腺二於クル「ヒ

ストン分離試験二於テ，「ヒストン」以外ノ物質ニハ「ブリラントアスリン色素ト結合シ得ベ

キモノテ証明シ能ハザリシコト等ヨリシテ，周核蝦粒物質ハ「ヒストン」ト重要ナル開係アル

モノナラント思考セリ．

 荷核中二存スル「ヒストン」ハKosse1㈹火ビLi1i㎝fe1d〔19〕等ノ研究二体レハ遊離シテ軍

糧二存在スルモノニ非ズシテ，主トシテ「ヌクレイン酸或ハ共他ノ或極核物質ト結合シ，「ヌ

クレオブロナイド」トナリテ花スルモノナリト云ヘリ．新カル核中二存スル「ヌクレオブロナ

イド」八種々ノ核成分ノ結合シテナレル蓬ダ複雑ナル物質ニシテ，到底之レテ人工的ニハ作

リ得ヂルモノナランモ，稻キ之レニ近キ物質トシテ化學的二作レル「ヌクレイン酸ヒストン」
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ト周核穎粒トノ闘係二親テ，余ハ攻ノ如キ小實験ラ試ミクリ．

 「ヒストン」ハKossd u・Kutscher U2〕ノrヒストン分離法ニョリテ小牛胸腺ヨリ分離シ，

ソノO・5瓦テ前述（第四鮒第1呵項参照）ノ方法ニテ，先ヅ小量ノ蒸溜水テ以テ磁製孚L体内ニテ

充分研和シ，次デ微量ノ稀酸鮫テ州ベテ溶解シ，絢蒸溜水テ皿テ略、O．5％「ヒストン」水溶

液テ作リクリー之レ’二「ヌクレイン酸（M鉗。k製）0．5瓦テ蒸溜水100・c二溶解シテ作レルO．5％

「ヌクレイン酸水溶液ノ同量ヲ州アレバ直テニ乳白色二濁濁シ，暫時ニシテ同色ノ沈澱物ヲ

生外核沈澱物ハ「ヒストン」ト「ヌクレイン酸トノ結合ニコル「ヌクレイン酸ヒストン」ナリ．

新タノ如クニシテ作レル「ヌクレイン酸ヒストン」溶液チ2個ノ試験管二分チ置キ，他方rブ

リラリンアスリン色素ノ1若水溶液ト，倫之レニ6％ノ比二食盤テ加へ＝タルrブリラントア

スリン色素食盤液トノ二種ヲ作リタリ．次デ第一ノrヌクレイン酸ヒストン」溶液ニハ食髄ナ

ヰ1％「ブリラントアスリン色素水溶液ノ同量テ加へ（色素濃度ハ0．5％トナル），他方ノrヌ

クレイン酸ヒストン」溶液ニハ6％ノ比二食盤テ含有スル色素液ラ加へ（色素濃度ハO．5％ト

ナリ食盤濃度ハ3％トナル），室温（擬氏18度）二於テ共反騰ヲ両者比較対照セルニ，前者二

於テハ何等色素ト反騰スル現象ハ認メ得ザリキ．反之，後者二於テハ暗深葉色ノ沈澱物テ生

ジ・恰モ前記第四節第四項實験ノrヒストン水溶液トrブリラントアスリン色素溶液トノ混合

ノ際二認メ得タルガ如ヰ沈澱物テ生ジタリ．

 期カル現象テ説明スルコト蓬ダ困難ナリ，然レドモ少クモ次ノ如キ疑問テ生ジ來ルモノア

リ．醐チ

 （1）色素ト「ヌクレイン酸ヒストン」トノ緒含ヲ食盤ガ媒染剤トシテ之レテ助クルカ，叉

ハ食髄ガヌクレイン酸ヒストン」二作用シテ之レヲ溶解シ，共溶液ト色素トノ反騰ナルカ．

 （2）食盤ガ「ヌクレイン酸ヒストン」二作用シテ之レヨリ「ヒストン」テ分離セシメテ色素

ト結合スルモノナルカ．

 （3）食堕ソレ自身ガ色素テ析出スルモノナルカ，叉八色素トrヌクレイン酸ヒストン」ト

ノ存在ガ色素ソノモノノ沈澱テ地シタルモノナルカナリ．但シ前者ハ攻ノ實験ニヨリ然ラザ

ルコト明カナリ．

 新タノ如ク前記現象二開シテ筒種々ノ間題残サレ届ルモソノ解決ハ単純ナル實験ニテハ圃

明ニシ得ザル間題ナルテ皿テ，後日ノ精細ナル研究二律ツヨいシ，裁ニハ唯ダ該現象ハ鳳

核穎粒ノ「ブリラントァスリン染色二際シ，3％濃度ノ食盤テ必要トスルコい彼此相似タル

事費デ記述セルニ留メン．

 玖二食盤濃度ト「ヒストン水溶液，「ヌクレイン酸ヒス｝ン水溶液及ビ「ビリラントアスリ

ン色素水溶液等トノ關係二就テ強セリ．

 先ヅ豫メ食艶ノ1％，2一路，斗％，6％，8名，工O劣，I2％，14名，16％，18％及ビ20％水溶

液等合計十一種ノ各濃度テ育スル愈臨水溶液テ作リタリ．他方O．5名「ヒストン水溶液，1％

「ブリラントアスリン色素水溶液及ビ0．5％「ヒストン水溶液ト0－5名「ヌクレイン酸水溶液ノ

同宣テ皿ナセル「ヌクレイン酸ヒストン水溶液ノ三種ヲ作リ，共各種水溶液二前記各種濃度
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ノ食盤水溶液ヂ混入シテ，室温（擬氏I8度）二於テ共反騰テ検シクリ．之レラ表示スレバ第七

表ノ如シ，

第七表各種濃度ノ食盤水溶液ト「ヒストン」，「ヌクレイン酸ヒストン」

     及ビ「プリラントアスリン」色素等ノ各水溶液トノ混合賛験

實験 1食鰯 混合液1

温度 液ノ濃
番號 痩

ノ食顧一

?P
1 18℃ 1％ α5％

何・

ズ

2 〃 2％
・・1回

i

3 〃 4％ 2％ 〃

1淡≡

4 〃 6％ 3％1時一
@’澱ヰ

i

5 〃18％
 ■4％1

殆：

澱

6 〃 10％ 5％
漸
物1

■ 肩：．

7 〃 12％ 6％
』』．

凹’’

．赤

8 〃 14％

 ザ削7％1賛・

9 ” 16％ 8％ 同

10 〃 18％ 9％1 〃

11 ψ

  l 120％lm％1

〃

被 検 液 及  ビ 其 反
O．5gる「ヒスト

ン」水溶液
rヌクレイン酸ヒ
ストン」水溶液

何等漉殿物チ認メ 鐘化ナシ

上 1同上
〃

・・j鰐郷1繊灘蟻ξ糞1ξ

  殆yド同上総々批 同  上
  澱物テ増ス

  漸次白濁強ク沈澱 〃
  物チ増ス

  白濁漸次迅ニシテ 殆ンド同上食鞭ノ濃漢増加
  』｛強ク，沈澱物モ シテモ白濁ノ程度ハ上記ト
  亦増加ス  ．且檬上一し＿ ．．＿＿
  i白濁職〆ヲ戸洗轡

7％1衡迅カニ打同上

上 〃

〃

〃

膿

’一 一
一

1％「ブ田ラントアス
潟刀v色素水溶液

湘殿物チ翻メス

同 上

〃

i 〃

〃

〃

一16 一 一’  ’

〃

〃

；色素ノ葦郷物勧皿シ
炎諮F素液ノ色甚ダ淡1クナル．

上

 上記第七表テ通覧スルニ

 （i）rヒストン」水溶液ハ食髄濃度0，5乃至2％マデニ於テハ何等沈澱物テ生スルコトナキ

モ，共3％濃度二至リ始メテ淡キ白濁ヂ生ジ，僅カニ沈澱スルチ認メタリ・両シテ期ル沈澱

現象ハ食堕濃度ノ増加ト共二漸攻著明トナルラ認メ得タリ・

 （2）rヌクレイン酸ヒストン」水溶液ハ賛験前二於テ既二乳白色二溜濁シ，「ヌクレイン酸

ヒストン」ノ沈澱テ起シオルモノニシテ，之レニ1乃至4％ノ食盤水溶液テ加ベテ共混合液

ノ食臨濃度テ0．5乃至2％トナセルモ何等ノ鐘化モ認メ得チリキ．然ルニ該食盤濃度ノ3％

以上二於テハ共白濁ハ著シク波ジ，一部溶解スルチ認メタリ．但シ金イ透明ニハ至ラ尤而

シテ期カル現象ハ食髄濃度ノ3％以上二於テハ最早共濃度二開係無ク，螂チI0％食堕濃度二

於デモ共所見ハ．3％ノ夫ト殆ンド同様ナルヲ認メタリ・

 （3）「ブリラントアスリン色素水溶液ハ食盤濃度O・5乃至ク彩マデハ何等沈澱現象テ生ぜ

サリシモ，8％食盤撲度二於テ色素ノ沈澱現象テ認メタリ．耐シテ9％乃至10劣食襲濃度二
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於テハ該沈澱現象更二増強セリ．

 要之，本節二於テハ「ヒス｝ン水溶液トrヌクレイン酸水溶液トゲ以ナセル「ヌク川ン酸

ヒストン」溶液二「プリラントアスリン」ノ6宕食蟻水溶液テ加ベテ，共食麗濃度テ3％ニス

ル時ハ，同色素二染色セル沈澱物ヲ生スルモノニシテ，新カル現象ノ現ハル・理由ハ不明テ

ルモ，周核穎粒ノ「ブリ戸ントアスリン染色ノ際二於テー定濃度ノ寅盤テ必要トシ，殊二共

濃度ハ3％ガ良好ナルコい比較シ，両者甚ダ相似タル現象ナルコトヲ思ハシメタリ．唯核

中ノ「ヌクレオブロナイド」ハ極メテ複雑ナル物質ニシテ，到底人工的二作レルrヌクレイン

酸ヒストン」トハ比スベキモノニ非力從ツチ周核穎泣トrヌクレオプロナイド」トノ關係及

ビ「ブリラントァスリン染色ノ際二一定濃度ノ食魔チ必要トスル理出等二關シテハ筒北後幾

多ノ精細ナル研究テ要スルモノニシテ，軽々二藪ジ得ザルそ…ノナルガ敬二，本節二於テハ唯

ダ前記ノ小事費ノミテ列翠シ，後日ノ碗究ノー資料トシテ記述セルニ過ギサルナリ．

第；章 総括及ビ考按

 本章二於テハ前車賛験域績ノ結果テ総括シ，之1ノラ先進諸家ノ細胞核物質二開スル生化學

的研究ト比較蹄究シ，以テ周核穎泣ノ本態二就テ考察デ試ミントス．

 既二言巳述セル如ク周核穎粒ハ「プリラントアスリン染色ニョリテ染色スル核物質ナルガ敬

二，前言已ノ實験ハ同色素ニヨリ染色シ得ル核物質二就テ楡索セルモノニシテ，該核穎粒ハ共

血液塗抹穣本ノ「アルコール固定後二於クル實験及ビ共「アルコール固定跡郎チ新鮮ナル血液

二直接二薬液ラ作川セル賛験二於テ共二，「タカデアスタロゼ」ニョリテ作用セラレズ，又水

ニモ溶解セラレヂルニ出リテ観レハ繕原質ニハ非ザル可ク，父塗抹アルコール固定穣六二於

テ「アルコール」，「アルコール・工一テル」，「アルコロル・クロ・ネルム」，「アルコロル・アツ

エトン」及ビ「リパーゼ」等ニヨリ批帥又ハ消失セラレズ，更新鮮血液二作用セル「リパーゼ試

験ニョリテ，影響無キナ観レハ脂肪質ニモ非力叉新鮮血液二作用セル弗化ナトリウム試験

及ビ約機酸ナ｝リウム試験二於テ，該二種ノ薬液ニヨリ何等影響テ受クザル周核穎粒ハ血液

織維素ニテモ非ザルコトテ讃明セリ．次デ血液塗抹標本ノ「アルコール固定後拉二固定前二

於テ，「バ・イン試験及ピ「ペプシン試験ニョリテ共二周核穎粒ハ鍾叱セラレタルテ観レハ核

顯粒勃質ハ恐ラク蛋白質ナル可キコトテ認メタリ．且叉酸及ビrアルカリ」試験二於テ，該核

穎粒ハn／100盤酸水溶液ノ如キ極メテ弱手駿ニヨリ室温（携氏15度）二於テ短時間二共影響テ

蒙ルモ，n／1OO「アムモニア」水溶液ノ如キ盤基ノ作用ニョリテハ影響ヲ蒙ラザルテ灘レハ，

該纐雑物質ハ恐ラク蟻基性物貰ニシテ，之レヲ前記ノ締果ト比較考察スレバ蟻基例籔白質ナ

ノレiミi∫キモノト思二着セリ．

 裁二於テ該顧基性蛋白質ハ從來知ラ1ノタル核物賞ナルカ，將父新物資ナルカテ吟味スベク

先進諸家ノ生化學的方面二於ケル細胞核物資ノ研究薬瞳テ徴シクリ。今井概略ヲ言巳セパ本ノ

如シ．

 1871年Miescher氏｛14〕ハ膿球ヨリ「ヌクレイン」テ人工的二分離シ，共翌年（1872）同氏
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バ艦ノ精虫二關スル硫究二於テ，共頭部ヨリrヌクレイン」ト結合セル酸基性蛋白質「プロタ

ミン」テ分離セリ．次デAItma㎜（1889）t4〕ハ回シク鮭精虫ヨリ「ヌクレイン酸ヲ分離スルコ

トヲ得タリ。又K。…I（1883）U6〕U7〕ハ鳥類ノ有核赤血球ヨリ「ヒストン」テ分離シ，次デ

L三Ii㎝feId工19〕ハ白血球及ビ胸腺等二於デモ「ヒストン」ノ存在スルコけ護見シクリ．爾來

Ko・剥，Mie・・h・・，Li1i㎝feld，K・t・・h趾等共他多数ノ熱心ナル研究者ニョリ是等ノ有機物

質以外二燐酸，鐵，「カルチウム」，「カリウム」等ノ如キ無機物質モ漸次護明セラレテ，細胞核

ノ化學的威分モ解明スルニ至リタリ．命核成分ノ分類二就テ観ルニ，Koss・1及ビLili㎝fe1d

等ハ細胞核物質ハー般二「ヌクレオブロナイド」ナルコトテ提唱シ，之レテ次ノ如ク分類セ

リ．

            MukIe・pmt6id

        瓦iweiss（Histon）    Nuk1ein

                ’｝一                Eiwe三ss    Nukkins葦ure

 即チ「ヌクレオプロナイド」ハ「ヒストン」叉ハ「プロタミン」等ノ如キ盤基性蛋白質ト「ヌク

レイン」トノ結合ヨリナリ．筒「ヌクレイン」ハ「ヌクレイン酸トー種ノ蛋白質トノ結合ヨリナ

ルモノナルコ｝テ示セリ．共役Scheman（1918）及ビWi11㎝（1925）エ13〕等ノ研究ニョリ，

殊二共「ヌクレイン酸二就チノ精細ナル研究ノ結果，最近二於テハ次ノ如ク分類セラル・二

至リタリ．

       NudeoProtein

      Protein     Nuc16in

          Prot6in     NucIeins三urc
                 ’          ｛
             Phosphors麦ure    Nuckoside

                 Carbohydmte    Nuc1inbasen

               1．Pentosen（PHanzen） 1．Purinb刮sen，

               2，Hexos㎝（Tiere）   Ad㎝in u．Guanin

                         2．Pyrim三dinbasen，

                          Cytosin，Thymin，UmciL

 期タノ如ク細胞核ノ生化學的研究モ著シク微細トナリ，殊二「ヌクレイン酸二開シテハ可

成リ精細ナル蔵分ガ褒見セラル・二至リタリ．反之，核物質中二存㍗レ蛋白質二關シテハ球

グ精細ナル研究無ク，向解明セラレサルモノ多シ．就中「ヌクレイン」ト絡合セル蛋白賞ハ酸

基性蛋白質ニシテ，主トシテ「ヒストン」父ハ「プロダモン」ノ如キ蛋白質ナラントハ謙家ノ研

究一致セル鹿ナレドモ，倫夫レ以外二異種蛋白質ノ結合セルモノ無キヤ否ヤバ未ダ明瞭ナラ

サルモノノ如シ．叉「ヌクレイン酸ト絡合セル蛋白賞二就デモ恐ラク火大牛ハ臨基性蛋白質

ナラントハ諸家ノ均シク推想セル所ナレルモ，如何ナル蛋白質テリヤ，叉共他二酸性ノ蛋白

質モ結合シ属ルヤ否ヤ，又共藪量的關係等ハ今向水解決ノ問題ニシテ，將來ノ研究二律ツ可

キモノ多シ．
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 裁二於テ是等既知ノ核物質ト前車實竣成績ノ結果トチ比較センニ，第一「ヌクレイン酸ハ

前章第六節ノ資験ニョリ「ブリラントァスリン」二俵ル染色核物質ト其染色反騰ハ金ク相反セ

ルモノニシテ，両者麗係ナキコけ認メ得タリ．玖二盤基性蛋白質タルrヒストン」二就テハ

胸腺二於クル賛験二体リ「ヒストン」以外ノ物質二「プリラントアスリン色素ノ結合シ得ベキ

物質テ謝胴シ能ハザリシノミナラズ，分離セル「ヒストン」ハ講ダ強クrブリラントアスリン

色素ト結合シテー種ノ堕榛物テ作ルコトヲ護明シクリ．之・ノニ南リテ盤基性蛋白質トシテ主

二「ヒストン」ヲ育スル胸腺二於デバ該「ヒストン」ガ共「ブリラントアスリン染色物質的チ周

核穎粒ノ主要物質ナランカト推定セラレタリ．筒此ノ實験；リ権シテ，叉他方有核赤血球及

ビ白血球等ニモ「ヒストン」ノ存在スル事費ヨリ者フレバ，是等ノ血液細胞核二存スル「ヒス

トン」モ亦其周核穎粒ノー成分テナスモノナラ川想像シ得ラル・モノニシテ，少クトモ關

係ナシトノ立讃ハ見出シ得ザリキ 然レドモ血液細胞核二含有スル「ヒストン」ハ胸腺二於ク

ルソレノ虹ク多量才ラスシテ，其他ノ盤基性蛋白質モ存在スルモノナレバ，衛ツレ等ノ蛋白

質ト色素トノ開係ハ未ダ不明ナルガ敬二該血球二於ケル周核穎粒ハ「ヒストン」ガ主要域分テ

リヤ．叉ハ「ヒストン」以外ノ蛋白質ガ主成分トシテ，「ヒストン」ハ共一部ニノミ關係スルモ

ノナリヤハ今直テニ決定シ能ハズ，コハ核物質ノ倫精細ナル生化學的疏究ト相待チテ漸次解

明セラル・モノナラント思惟ス．禽魚類精虫ノ頭部二合有スル核物質ノ盤基性蛋白質タル

「プロタミン」モ亦「プリラントアスリン」色素ト結合シテ，一種ノ麗積物質テ作リ得ル性状テ

有シ，他方其精細胞ニモ周核穎粒ノ現ハル・コトヨリ考7レハ，是等二於クル周核穎粒ハ英

一部「プロタミン」ノ存在二翻係アル可シト勝1想像セラル・モ，共精細ナル碗究ハ次回二於

クルー般組織ノ研究編二於テ報告スル鹿アラントス．

 要之，周核穎粒ハ略、盤基性蛋白質ニシテ，且胸腺ヨリ分離セル「ヒストン」ノ盤塞牲蛋白

質ガ「ブリラントアスリン色素ト結合シテー種ノ盤榛物テ作リ得ルデ以テ，胸腺ニァリテハ

恐ラク「ヒストン」ガ核穎粒ノ主域分チナスモノナラント思惟ス．狗血液細胞二於デモ亦rヒ

ストン」ガ共侠穎粒成分ノー部ナラント思考セラル・モ，他種ノ盤基性蛋白質トノ關係二就

テハ今後核物質ノ精細ナル生化學的研究ト相待チテ決定セラルベキモノナリ．

結   論

 余八本研究二於テ家鶏赤血球，家事白血球，牛胸腺及ビ鱈精虫等二現ハル・周核穎粒ノ本

性二就テ，化學的賛験テ行ヒ次ノ如キ域績ノ結果テ得タリ．

 （1）周核穎粒ハ「タカヂアスターぜ」二山リテ消化セラレ尤且水ニモ溶解セラレサルテ

以テ憾原質二非チル可ク，且「アルコール・エーテル」，「アルコール・クロ・オルム」，「アル

コール・アッェ｝ン」及ビ「リパーゼ」等刊＝目リテ抽出叉ハ消失セラ・ノサルヲ以テ脂肪物質ニテ

モ非ザルベク，或ハ弗化ナトリウム」及ピ掬機酸ナトリウム」等テ以テ作用セラレサルテ以テ

織維素ニモ非ザル可シ．反之，核穎粒ハ「パ・イン」及ピ「パプシン盤酸二由リテ略キ消化サ

ル・テ貝テ蛋白質二慶スルモノト思考ス．
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 （2）核穎粒ハn／100駿酸水溶液二由リテ溶解サレ，n／100「アム｛ニア」二山リテ何等；作

用テ受ケザルヲ以テ，核穎粒ハ盤基個三物質二麗スルモノト思考ス．而シテ第一項ノ事費ト対

照スレバ本類粒物質ハ酸基性蛋白質ナルベシ．

 （3）胸腺資質細胞ハ極メテ著明ナル周核穎泣テ現ハス．今胸腺組織テ紬挫シ，髄酸ニテ

揃拙スル時ハ共残澁ヨリ「ブリラントアスリン」二反鷹スル物質テ認メス．又共濾液二「アム

モニア」ラ加ベテ沈澱テ生ゼシムル時ハ共濾液ニハ有色素ト反確スル物質ラ諸メス。反之，

興沈澱物ラ「アルコ｝ル」及ピ「アルコール・エーテル」等ニテ洗淡シテ得タル白色粉末ハ是レ

邸チKo彗soI u．Kutscher等ノ所謂「ヒストン」ニシテ，「ヌクレオブロナイド」二含有スル盤

基性蛋白質ナリ．而モ該物質ノ溶液二「プリラントアスリン水溶液ラ州7ル時八反磁シ，沈

澱テ生ズ．

 以上三項二述ペタル實麟成績ノ総果テ綜合スルニ核穎紋物質ハ盤基性蛋白質ニシテ，殊二

少クトモ胸腺資質細胞二於テハ其成分トシテ「ヒストン」ラ含有スルモノト思考ス．

 （4）鰹精，虫ヨリ化學的二分離シタル鞭基性蛋白賞ナル「プロタミン」ハ又「ブリラントアス

リン」ト反騰ス．敬二該細胞二於ケル核糊粒染色ハ恐ラク■．プロタミン」ノ作在二關係アル可

シ．

 （5） 凋核果勇粒ト染色反搬テ余ク異ニスルノ・嗜酸基性ノ核クロマチン」ナリ．白1jチ「クロマ

チン」ハ弱酸ノ作用ニヨリ共髄リ．｛性メチ｝レンブラウ染色二蟹叱テ來サ・“ルカ．父ハ多少染

色増彊シ．甥アルカリ」ノ作用ニョリテハ却ツチ染色微弱トナル二反シ，核穎粒ハ弱酸ニョ

リ消失シ，弱アルカリ」ニョリテ影響テ受クズ師シテ化撃的二純粋ナル「ヌクレイン酸ハ

「メチーレンブラウ」トヨタ反騰スルモ，「ブリラントアスリン」トハ全ク反艦セ尤蓋シ「ク

ロマチン」ノ嗜盤：基性ガ共含百スルrヌクレイン酸二山來スルコトハZacharies，Schumacher

㈱工兵他多藪先進諸家ノ主張スル鹿ナリ．

 本研究二於テ本學學長須藤教授…1リ種々御懇切ナル御指導チ仰ギ且試薬ノ分典チ辱フジタルコトチ深ク

感謝ス．倫同醤化撃教室松本坊歓授並二遠藤，田中爾博士日リ度々有カナル御助言チ賜リ舷二深甚ノ敬意
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